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〔目的〉

神経組織内に存在するセロトニンやカテコーノレアミンは神経伝達物質，あるいは神経体液物質に擬

されて注目されているが，神経組織内にはそのほか多くのアミンが存在する。乙とにスペノレミン，ス

ペノレミジンなどのポリアミンは高等動物のいろいろな組織に広く分布しているが，定量の困難さなど

のためその生物学的意義はよくわかっていない。著者はまず組織内ポリアミンの定量法を考案し，神

経機能との関連を知る目的でこれらアミンの神経系内での分布や，発育にともなう脳内濃度の変化な

どを検討した口またポリアミンは in vitro で核酸代謝に影響をおよぼすことが知られているので，

その細胞核内存在を有核および無核赤血球を用いて検討した。

〔方法並びに成績〉

ポリアミンの定量法:組織の三塩化酢酸抽出液より Dowex 50 を用いてアミン分両を得，これを

Amberlite CG-120, lx6.5cm, (H+ 型)のカラム上で 4 規定塩酸を展開液とし，イオン交換クロマ

トグラフイーを行ない，スペノレミジンとスペノレミンとに分離した。ジニトロフロロベンゼンと反応さ

せ比色定量した。乙の方法の特異性，回収率は定量法として満足なものであることを確かめた。

ネ'11経組織内の分布:ウサギの神経組織の各部位でスペノレミンとスペノレミジンの濃度を測定した(第

1 表)。

スペノレミジンは白質の多い部位に高濃度で，スペノレミンは灰白質が多く合まれている部位で高濃度

である。 ヒトの大脳の白質と灰白質における両アミンの濃度を調べた結果でも同様の傾向が得られ

。た

発育にともなう変化:純系マウスを用い，発育 lとともなう脳内スペノレミンおよびスペノレミジン合量

の変化を， DNA合量の変化と平行して測定した。両ポリアミンは胎生期および生後 2 週固まで高濃
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度で，その後急激に下がりその後低濃度を維持する。この変化，ことに両ポリアミンの和の変化は D

NAの変化に類似しているが，時期的には DNAの減少がやや先行する。神経組織に比して発育段階

の不明瞭な肝組織では，これらの傾向は認められなかった。

その他の神経組織内ポリアミンに関する知見:脳内セロトニンやカテコラミンを減少させる作用の

あるレセノレピンは，脳内ポリアミン含量を変化させなかった。

分画遠沈法を用いた細胞内分布の検討の結果では，同jポリアミンともに，大部分が核分画から回収

された。

赤血球の核の有無との関係:無核赤血球動物 5 種，有核赤血球動物 4 種の血液内スペノレミン，スペ

ノレミジンの濃度を測定した(第 2 表)。

この 9 種の動物の血張中には両ポリアミンは認められなかった。スペルミンは有核赤血球動物の血

球中には高濃度に存在するが，無核赤血球動物の血球L~~ にはほとんど存在しない口白血病患者の血球

成分中には白血球に由来すると思われるスペノレミン，スペノレミジンが認められ，濃度は白血球数にほ

ぼ比例する。

第 1 表 ポリアミンの神経組織内分布

家 数験実兎 スペノレミジン
(μg/g) 

スペノレミン
(μg/g) 

SD/SP 
(モノレ比)

大脳皮質 4 56土 4.2 36士 2.1 2.2 

尾状核 4 61 土 7.2 36 土 3.4 2.4 

海 d馬 4 39::1: 3.4 22 土 3.8 2.5 

中 』首 4 76土 11.0 21 土 2.1 5.0 

四正体 4 72土 5.9 30土 3.4 3.3 

脳 4 56 土 6.7 28 土 3.4 2.8 

1首 幹 4 103土 5.5 20::1: 1. 7 7.2 

頚 面白 3 135土 7.5 20土 0 .4 9.4 

腰 骨造 4 133::1: 4.6 9 土 0.8 20.5 

坐骨神経 3 70土 11.4 5::1: 0.4 19.5 

第 2 表 ポリミアミンの血液内含量(/-lg/ml)

動 ンh
v
 

E
ノベスンー

ジ
レ冒'e，

Jペス

無
ヒ ト 4 2.0土 0.4 0.8 こと 0.0

核 不 コ 3 1. 7:t0.5 0.8 土0.1

亦 ウサギ 4 14.5 土0.1 1.8::1::0.8 
血 モルモット 2 0.0土0.0 0.0 ゴニ 0.0
球

フ ツア 4 8.1::1:1.6 1. 1 土 0.1

3.7 土1. 9 32.8 土1. 7

4.1 土0.6 28.7土1. 9

15.1::1::0.4 1 1. 1 土 0.1

4 16.0::1::1.5 8.7土1. 4
同

〔総括)

動物組織内スペ lレミンおよびスペルミジンの定量法をJ5案した。この方法を用いて神経組織内分布

-209 ー



や，発育にともなう脳内濃度の変化などを調べた。その結果

(1) スペノレミンは主として神経細胞体よりなる灰白質に高濃度で，スペノレミジンは神経線維を主と

する白質に高濃度である。

(2) 両アミンとも神経細胞の分裂増殖の盛んな時期に高濃度である，乙となどがわかった。

ポリアミンと細胞核との関連性が考えられたが，分画遠沈法による細胞内局在の決定は，アミ

ンと酸性物質との結合による二次的再分配のため不都合なので，有核および無核赤血球動物の血

液，白血病患者の血液などを用いて核との関係を追求した。

(3) スペルミンは有核赤血球，白血病患者の血球中に高濃度で，血援や無核赤血球，健常人血など

にはほとんど認められなかった。

乙れらの知見から，ポリアミンことにスペノレミンは細胞核と機能的に密接な関連を有すること

が考えられる。

論文の審査結果の要旨

神経組織内に存在するセロトニンやカテコーノレアミンは神経伝達物質，あるいは神経体液物質に擬

されて注目されているが，神経組織内にはそのほか多くのアミンが存在する。乙とにスペノレミン，ス

ペノレミジンなどのポリアミンは高等動物のいろいろな組織に広く分布しているが，定量の困難さなど

のためその生物学的意義はよくわかっていなかった。

本研究ではまず組織内ポリアミンの定量をイオン交換クロマトグラフィーの組合わせにより考案し

ているが，簡便さ，特異性，回収率など定量法として満足なものと思われる。つぎに神経機能との関

連を知る目的で，これらアミンの神経系内での分布や，発育にともなう脳内濃度の変化などが検討さ

れた。その結果 (1) スペノレミンは主として神経細胞体よりなる灰白質に高濃度で，スペノレミジンは

神経線維を主とする白質に高濃度である。 (2) 両アミンとも神経細胞の分裂，増殖の盛んな時期に高

濃度である，ことが明らかにされた。

乙の結果両アミンの細胞内局在に興味がもたれるが，生体内でのポリアミンの細胞内局在は未だ決

定されていない。分画遠沈法による細胞内局在の決定はアミンと酸性物質との結合による二次的再分

配のため不都合なので，本研究では有核および無核赤血球動物の血液，白血病患者の血液などを用い

て核との関係が追求されている。その結果スペノレミンは有核赤血球， 白血病患者の血球中に高濃度

で，血衆や無核赤血球，健常人血などにはほとんど認められなかった。乙れらの知見から，ポリアミ

ンことにスペノレミンは細胞核と機能的に密接な関連を有することが考えられる。

ポリアミンは in vitro で核酸代謝に影響をおよぼす乙とが知られているが，本研究の結果スペノレ

ミンは大部分が細胞核の中に存在することがほぼ確かとなったので，核の生化学的研究面での志義は

大きいと思われる。
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